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【締切日 1月 20日 (金)】

３  語り

２  みえの防災大賞表彰式

４  パネルディスカッション

パネリスト
コーディネーター

次世代を担う若者育成のためにできること

矢尾　七海

（川越町自主防災組織連絡協議会  副会長）

竹原　伊都子
水谷　俊治

（みえ学生防災啓発サポーター）

シンポジウム（13：00 ～ 16：00）

防災・減災啓発展示等 （12：30 ～ 16：00） 【事前申込み不要】

１  開会挨拶

●防災科学技術研究所による
　陸海統合地震津波火山観測網「MOWLAS」の紹介

●みえ防災・減災アーカイブ紹介

●防災・減災に係る各種パネル展示

川口　淳（三重大学大学院工学研究科  准教授）

お申し込みについて、詳しくは裏面をご覧ください。

お問い合わせ
お申し込み先
お問い合わせ
お申し込み先

〒514-8507　津市栗真町屋町1577
三重大学　地域イノベーション
　　　　　研究開発拠点Ａ棟３階

〒514-8507　津市栗真町屋町1577
三重大学　地域イノベーション
　　　　　研究開発拠点Ａ棟３階

主催｜三重県・三重大学  みえ防災・減災センター、三重県、三重大学　　　               共催｜川越町　　           

2016年熊本地震を経験して 
　～南阿蘇村からのメッセージ～
語り部　竹原  伊都子 
熊本県南阿蘇村　語り部ガイド

森本　佳奈

防災・減災に関する様々な情報を閲覧できます。

５  閉会挨拶

入場無料（先着 ２００名） ・ 手話通訳 あり

事前に参加申込みをお願いします。

場所：ホール内ホワイエ

川越町長　　城田　政幸
三重県知事　　一見　勝之

渡邊　晟

（認定特定非営利活動法人  レスキューストックヤード  事務局スタッフ）

（前 掲）

（みえ学生防災啓発サポーター）

プレゼンター　　　三重県知事　一見　勝之

三重大学 副理事・副学長、みえ防災・減災センター 副センター長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井　俊典

●三重県立図書館による防災、減災関連本の貸出
※本を借りるには、三重県立図書館の利用カードが必要です。利用カー
ドをお持ちでない方は、新規登録がその場でできます。（免許証、保
険証など住所確認・本人確認のできる証明書をお持ちください。）

出典：（一財）消防防災科学センター「災害写真データベース」出典：（一財）消防防災科学センター「災害写真データベース」出典：（一財）消防防災科学センター「災害写真データベース」

・・
　三重県では、昭和東南海地震が発生した１２月７日を 「　　　　　　　　　　　　　　　　 」 と定めて、

毎年地震 ・ 津波に関するシンポジウムを開催しています。

　少子高齢化が進展する中、 地域における防災活動を持続的に推進するためには、 若者の防災意

識の向上を図る必要があることから、 今年度は川越町との共催により 「次世代人材の育成」
をテーマに、 地震 ・ 津波に対して私たちが身の安全を守るため何ができるかを考えます。
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みえ地震・津波対策の日シンポジウム　参加申込書

〒514-8507  津市栗真町屋町 1577　三重大学 地域イノベーション研究開発拠点 A 棟 3 階　みえ防災・減災センター
E-mail：bosai@crc.mie-u.ac.jp　　　　　　FAX：059-231-9954

ふりがな（　　　　　　　　　　　　　　　）

　ご記入いただいた個人情報につきましては、当シンポジウムでのみ使用し、その他の目的で利用することはありません。

会 場 案 内会 場 案 内

※主催者からの緊急連絡等に使用します。

郵送、ＦＡＸ、web フォームのいずれかにより参加申し込みを受け付けています。
郵送、ＦＡＸの場合は、下記の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、以下のあて先ま
で郵送または送信してください。

申 込 方 法申 込 方 法

　昭和 55年、熊本県に嫁ぎ、夫婦で学生寮「新栄荘」を切り盛りし、地域の学生のお世話を始める。
 　平成 28 年４月、熊本地震で自宅が全壊。当時の寮生も全員が地区外へ避難を余儀なくされたが、学生の心の拠り所として、
新栄荘を守り続けた。
　現在は、熊本県南阿蘇村の震災遺構ガイドとして、自身の被災体験を発信している。

竹原　伊都子 熊本県南阿蘇村　語り部ガイド
たけはら い  つ  こ

語 り 部 紹 介語 り 部 紹 介

申込用web フォーム

　川越町に「大雨」「洪水」または「暴風」

警報が発表されているとき、県内に震度５

弱以上の地震が観測されたときや、新型コ

ロナウイルス感染症の今後の流行状況に

よっては、やむを得ずシンポジウムを中止

する場合があります。

　受付終了や中止の場合、みえ防災・減災

センター下記公式サイトでお知らせしま

す。
https://www.midimic.jp/news

※当シンポジウムは、適切な感染防止

　対策を行ったうえで開催します。

緊急時のお知らせ

●代表者お名前

●代表者電話番号

●E-mail
 ※任意記入

●所属（勤務先、活動団体名 等）
 ※任意記入

ふりがな（　　　　　　　　　　　　　　　）

●お名前

ふりがな（　　　　　　　　　　　　　　　）

●お名前

ふりがな（　　　　　　　　　　　　　　　）

●お名前

●出演者へ聞いてみたいこと、話してほしい内容 等  ※任意記入

●他に参加をご希望の方がいらっしゃる場合、以下に全員の

　お名前をご記入ください


